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～みんなの生命（いのち）をまもりたい～基本
理念

２
０
２
５
年
に
備
え
る

環境と健康のポスター・標語コンクール環境と健康のポスター・標語コンクール

今年は２４公衛協が参加今年は２４公衛協が参加

　

昭
和
３３
年
の
創
刊
時
に

は
「
公
衆
衛
生
」
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
本
紙
は
、

平
成
７
年
４
月
の
財
団
法

人
へ
の
移
行
と
と
も
に
、
情

報
紙
「
環
境
と
健
康
」
に

名
称
を
変
更
し
て
４
０
７
号

の
発
行
を
経
て
、
今
号
で

６
０
０
号
と
な
り
ま
し
た
。

　

創
刊
時
は
、
隔
月
で
発

行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、

長
き
に
わ
た
り
毎
月
発
行

し
て
い
ま
し
た
。
平
成
１６

年
か
ら
隔
月
の
発
行
と
な

り
、
平
成
１５
年
１
月
の
５
０

０
号
か
ら
、
１５
年
近
く
を

経
て
節
目
の
発
刊
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
で
、
民
間
団

体
の
機
関
紙
が
こ
れ
ほ
ど

な
が
く
継
続
し
て
発
行
し

て
い
る
例
は
ま
れ
で
あ
り
、

大
い
に
評
価
で
き
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　

５
０
０
号
で
は
、
45
年
の

歴
史
を
振
り
返
る
特
別
な

編
集
を
行
い
ま
し
た
（
左

写
真
）。
５
０
０
号
を
迎
え

た
平
成
１４
年
度
は
、
今
で

は
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
見
か

け
る
よ
う
に
な
っ
た
「
祭
り

の
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
作
戦
」

を
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
あ

り
、
ま
た
、
こ
の
年
か
ら

公
衆
衛
生
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

と
し
て
今
日
ま
で
活
用
い
た

だ
い
て
い
る
「
公
衆
衛
生

推
進
手
帖
」
を
発
行
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
節
目
で
あ
る
７
０
０

号
ま
で
は
、
こ
の
ペ
ー
ス
で

い
く
と
１７
年
後
の
１
月
と

な
り
、
環
境
、
健
康
の
問

題
も
、
新
た
な
課
題
に
直

面
し
て
い
る
と
想
像
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
時
代

に
あ
っ
た
情
報
を
皆
さ
ま
に

提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

末
永
く
ご
愛
読
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
協
会
と
公
衛
協
が
共

催
す
る
『
環
境
と
健
康
の

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
』
に
、
今
年
度
は
24
公

衛
協
か
ら
、
小
・
中
学
校

3
3
0
校
が
参
加
す
る
予

定
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
公
衛
協

が
学
校
に
協
力
を
依
頼
し
、

児
童
・
生
徒
に

環
境
と
健
康
に

関
す
る
ポ
ス
タ

ー
・
標
語
の
作

品
を
募
集
し
ま

す
。
児
童
・
生

徒
は
、
夏
休
み

に
制
作
し
た
作

品
を
学
校
へ
提

出
し
ま
す
。
学

校
に
集
ま
っ
た

作
品
は
公
衛
協

の
1
次
選
考
を

経
て
、
当
協
会

に
届
け
ら
れ
ま

す
。
当
協
会
で
行
う
２
次

選
考
で
は
、
10
人
の
選
考

委
員
が
、
環
境
と
健
康
の

２
分
野
で
、
小
学
校
低
学

年
、
高
学
年
、
中
学
生
の

部
門
別
に
、
最
優
秀
賞
（
１

点
）・
優
秀
賞
（
数
点
）・

奨
励
賞
（
数
点
）
を
選
考

し
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
、
当
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
紙
に

掲
載
し
、
広
く
県
民
の
皆

さ
ま
に
紹
介
し
ま
す
。
ま

た
、
11
月
16
日
に
開
催
す

る
第
59
回
広
島
県
公
衆
衛

生
大
会（
東
広
島
市
）で
は
、

最
優
秀
賞
受
賞
者
、
開
催

地
の
受
賞
者
お
よ
び
近
隣

市
町
の
受
賞
者
を
表
彰
し
、

ト
ロ
フ
ィ
ー
・
賞
状
・
副
賞

を
贈
呈
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
で
は
、

公
衛
協
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
等

で
の
作
品
展
示
、
表
彰
式

や
作
品
を
活
用
し
た
啓
発

グ
ッ
ズ
の
作
成
経
費
な
ど
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
政
の
総
合
計
画
で
あ

る
ひ
ろ
し
ま
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

が
仕
事
や
暮
ら
し
に
対
す
る
希

望
を
か
な
え
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
を
目
指
し
、
欲
張
り
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
実
現
を
応
援
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
々
の
健
康
と
生
活

の
自
立
を
保
つ
こ
と
が
何
よ
り
の
基
本
と
な

り
ま
す
▼
と
こ
ろ
で
当
県
に
は
団
塊
の
世
代

が
約
１５
万
人
お
ら

れ
ま
す
が
、
２
０

２
５
年
に
は
、
そ

の
方
々
全
て
が
７５

歳
以
上
に
な
る
た

め
、
全
県
民
に
占
め
る
７５
歳
以
上
の
割
合
は

１９
％
を
超
え
ま
す
。
一
方
、
当
県
の
日
常
生

活
に
制
限
の
な
い
期
間
を
示
す
健
康
寿
命
を

見
る
と
、
現
在
、
全
国
で
男
性
が
２７
位
・
女

性
が
４６
位
と
下
位
を
低
迷
し
て
い
ま
す
。
ラ

ン
キ
ン
グ
に
拘
泥
す
る
こ
と
に
は
意
味
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
主
観
的
健
康
観
が
低
い
と
い

う
こ
と
が
幸
福
度
を
下
げ
て
し
ま
う
こ
と
は

確
か
で
す
▼
そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る

健
康
・
医
療
・
介
護
に
関
す
る
第
７
次
保
健

医
療
計
画
や
第
７
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
、
第
２

次
健
康
ひ
ろ
し
ま
２１
（
中
間
見
直
し
）
等
の

基
本
計
画
を
２
０
２
５
年
に
備
え
る
た
め
に
一

体
的
に
策
定
し
ま
し
た
。
総
括
目
標
に
は
健

康
寿
命
の
延
伸
を
掲
げ
、
日
常
生
活
支
援
ま

で
を
含
め
て
包
括
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

の
維
持
・
向
上
の
観
点
か
ら
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
自
分
ら
し
く
生

活
で
き
る
よ
う
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
ま

ち
）
づ
く
り
の
視

点
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
▼
昨
年
度
の
計

画
策
定
を
経
て
、
今
年
度
は
施
策
を
着
実
に

実
行
し
て
い
く
年
で
す
。
た
だ
、
ま
す
ま
す

複
雑
・
多
様
化
す
る
社
会
課
題
に
対
し
行
政

だ
け
で
解
決
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
、
地
域
社
会
の
活
力
を
と

も
に
創
出
し
、
広
島
に
生
ま
れ
育
ち
、
そ
し

て
最
期
を
迎
え
ら
れ
て
良
か
っ
た
と
実
感
で

き
る
社
会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

（
広
島
県
健
康
福
祉
局
長　

田
中　

剛
）

今
後
も
紙
面
の
刷
新
・
充
実
へ

　

本
紙
は
、
今
月
号
で
通
算
６
０
０
号
の
大
き
な
節
目
に
到
達
し
ま
し
た
。
昭
和
３３
年

６
月
１５
日
の
創
刊
以
来
、
今
日
ま
で
定
期
発
行
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
紙
面
の
刷
新
、
充
実
を
図
り
、
環
保
協
の
記
録
紙
で
あ
り
つ
つ
、
情
報
紙

と
し
て
皆
さ
ま
の
も
と
に
お
届
け
い
た
い
し
ま
す
。

本紙が ６００号 に到達

学校へ配布した募集チラシ

平
成
１４
年
の
ご
み
ダ
イ

エ
ッ
ト
作
戦
（
右
）
と
昨

年
の
温
暖
化
防
止
の
普
及

啓
発
（
上
）
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平
成
27
年
12
月
に
フ
ラ

ン
ス
・
パ
リ
で
開
催
さ
れ

た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第

21
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
21
）
に
よ
り
「
パ
リ
合

意
」
が
採
択
さ
れ
、
こ
の

合
意
に
基
づ
き
国
は
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
2
0

3
0
年
度
に
2
0
1
3
年

度
比
で
26
・
0
％
削
減
す

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
地

球
温
暖
化
対
策
計
画
を
平

成
28
年
５
月
に
策
定
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
県
で
は
平
成
22

年
度
に
策
定
し
た
地
球
温

暖
化
防
止
地
域
計
画
の
進

捗
状
況
の
取
り
ま
と
め
を

行
い
、
家
庭
部
門
の
削
減

が
遅
れ
て
い
た
た
め
、
昨

年
度
か
ら
家
庭
部
門
か
ら

の
Ｃ
Ｏ２
排
出
量
の
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

家
庭
向
け
省
エ
ネ
情
報
サ

イ
ト
「
ひ
ろ
し
ま
エ
コ
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
と
「
う
ち
エ
コ

診
断
」
か
ら
な
る
「
家
庭

に
お
け
る
省
エ
ネ
行
動
促

進
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
「
ひ
ろ
し
ま
エ
コ
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
は
県
民
の
皆
さ
ま

が
日
常
生
活
に
お
い
て
省

エ
ネ
行
動
を
実
践
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
、
地
球

温
暖
化
問
題
に
「
関
心
を

持
つ
」
こ
と
か
ら
「
行
動

す
る
」
に
つ
な
げ
る
た
め

昨
年
10
月
に
開
設
し
ま
し

た
。
光
熱
費
削
減
（
節
約
）

に
つ
な
が
る
お
得
な
情
報

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
で
受
信
す
る
こ
と
で
、

自
ら
省
エ
ネ
行
動
に
取
り

組
み
省
エ
ネ
効
果
を
実
感

し
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
省
エ
ネ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
登
録
者
同

士
で
情
報
交
換
を
行
う
な

ど
参
加
型
の
コ
ン
テ
ン
ツ

に
よ
り
双
方
向
の
情
報
共

有
や
省
エ
ネ
行
動
に
対
す

る
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
よ
り

楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
み

が
継
続
で
き
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
う
ち
エ
コ
診
断
」は「
う

ち
エ
コ
診
断
士
」（
環
境
省

認
定
資
格
）
が
各
家
庭
の

住
ま
い
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
て
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
で
省
エ
ネ
対
策
を

提
案
す
る
も
の
で
、
受
診

に
よ
り
各
家
庭
か
ら
の
Ｃ

Ｏ２
の
排
出
状
況
が
「
見
え

る
化
」
さ
れ
、
診
断
士
が

削
減
に
向
け
た
具
体
的
な

提
案
（
節
水
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ

ド
の
使
用
、
省
エ
ネ
エ
ア

コ
ン
へ
の
買
替
え
な
ど
）

を
行
い
ま
す
。
昨
年
度
は

４
５
４
人
の
方
が
受
診
さ

れ
、
電
気
代
を
節
約
す
る

こ
と
が
で
き
た
な
ど
の
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
県
で
は
環
保
協
の
協

力
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
の
受
診
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
う
ち
エ

コ
診
断
士
の
資
格
取
得
・

育
成
に
対
す
る
支
援
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
「
ひ
ろ
し
ま
エ
コ
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
と
「
う
ち
エ
コ
診

断
」、
環
保
協
が
実
施
す

る
「
一
万
人
の
エ
コ
チ
ェ
ッ

ク
事
業
」
な
ど
を
通
じ
て

家
庭
生
活
で
の
エ
コ
な
取

り
組
み
が
広
が
り
、
低
炭

素
な
地
域
社
会
が
実
現
さ

れ
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
御

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
広
島
県
環
境
政
策
課
）

○「
基
礎
研
修
の
開
き
方
コ

ー
ス
」（
通
年
）

　

開
催
を
希
望
す
る
公
衛

協
に
出
向
い
て
行
い
ま
す
。

新
任
の
推
進
委
員
へ
公
衛

協
活
動
に
つ
い
て
説
明
す

る
講
師
を
養
成
す
る
コ
ー

ス
で
す
。
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○「
ご
み
減
量
・
３
Ｒ
コ
ー

ス
」（
５
月
・
６
月
）

　

ご
み
と
は
何
か
、
減
量

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、

減
量
活
動
を
住
民
に
ど
の

よ
う
に
広
め
る
か
な
ど
を

考
え
、
地
域
行
事
に
出
店

す
る
際
に
使
え
る
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
・
習
得

し
ま
す
。
5
月
30
日
の
広

島
会
場
に
は
5
公
衛
協
12

名
の
参
加
が
あ
り
、
ご
み

減
量
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！
Ｎ
Ｏ
？
ク

イ
ズ
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

○「
広
報
・
ツ
ー
ル
づ
く
り

コ
ー
ス
」（
７
月
）

　

広
報
担
当
の
推
進
委
員

が
、
紙
媒
体
の
広
報
物
を

作
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
学

ぶ
コ
ー
ス
で
す
。
今
年
度

は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
使

っ
た
広
報
に
つ
い
て
体
験
的

に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
準

備
し
て
い
ま
す
。

○「
企
画
づ
く
り
コ
ー
ス
」

（
１
月
）

　

地
域
で
実
践
す
る
活
動

で
、「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て

み
た
い
」「
こ
の
課
題
を
解

決
し
た
い
」
な
ど
の
思
い

を
具
体
化
す
る
作
業
を
、

泊
り
込
み
で
学
ぶ
コ
ー
ス

で
す
。
マ
ン
ネ
リ
化
の
解

決
や
新
し
い
事
業
の
開
発
、

思
い
を
仲
間
に
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
い
お
悩
み
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

○「
広
島
県
が
ん
検
診
推
進

員
養
成
研
修
」（
６
月
）

　

広
島
県
に
お
け
る
が
ん

検
診
の
受
診
率
向
上
に
向

け
、
広
島
県
認
定
の
テ
キ

ス
ト
を
活
用
し
、
が
ん
検

診
に
関
す
る
知
識
を
習
得

し
、
受
診
勧
奨
を
積
極
的

に
行
う
人
材
を
養
成
す
る

コ
ー
ス
で
す
。
6
月
7
日

に
は
、
4
公
衛
協
5
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
公
衛
協
活

動
の
大
切
な
テ
ー
マ
を
扱

っ
た
研
修
で
す
。
２
つ
の
コ

ー
ス
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

今
後
３
つ
の
コ
ー
ス
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
公
衛
協

の
人
材
育
成
・
組
織
強
化

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【買い替え】（太陽光発電、自動車）
　太陽光発電を設置しています。7～8年
前、売電価格が42円／kWhのころに設置し
ました。例年、5月ごろからは売電が買電を
上回ります。
　車はプリウスに乗っています。「もうこれ
が最後の車だから」と家族を説得して購入し
ました。その前は軽自動車に乗っていて、燃

費が9km/L程度だったのが、プリウスは20km/L程度です。
　また、地域で地球温暖化防止に取り組みたいと考え、地球温
暖化対策地域協議会を立ち上げようと準備を進めています。
各家庭で実践できる取り組みを啓発していこうと計画してい
ます。　　　　　　　　　　（花田　博義さん／府中市公衆衛生推進委員会連合会長）

【買い替え】（LED照明）
　自宅の照明をLEDに交換しました。明るいので楽しく生活していま
す。不要な電源は気を付けて消しています。ただし、玄関の照明は防
犯のために点灯しています。
　地球温暖化防止の第一歩として、私の住んでいる音戸地区、特に
坪井地区では防犯灯（街灯）をいち早くLEDに取り替えました。その
後、防犯灯の球切れはなく、電気代も20～30％削減できて、非常に
喜んでいます。良いことは早く実行する。思い切りが大切です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（坪井　秀則さん／脱温暖化ネットおんど代表）

【ライフスタイル】（空調は控えめに）
　家電製品の買い替え時に、省エネタイプを意識して購入すること
と、家では、空調を控えめにするよう心掛けています。何かと便利な
現在ですが、暑さ、寒さを楽しむことも大切かな、と思っています。も
うすぐ夏本番ですが、熱中症には注意しつつ、夏は暑さも楽しみたい
ですね。
　また、食事は必ず一緒にとります。仕事で遅くなることも多いので
すが、団らんの時間を大切にすることも、私の「クールチョイス」です。

　　　　（香川 由里さん／一般財団法人広島県環境保健協会　環境生活センター長）

　このコーナーでは、【買い替え】、【サービス】、【ライフスタイル】の
３つの視点で、さまざななクールチョイスの事例を紹介します。
【買い替え】省エネで高効率な家電、設備、建築物の低炭素製品への買い替えなど
【サービス】公共交通の利用やエコレールマークの付いた商品、グリーン電力の選択やス
　　　　　マートメーターによる「見える化」につながる低炭素サービスの選択など
　　　　　家庭でのエネルギー消費量・二酸化炭素排出量を減らす取り組みやエコド
　　　　　ライブなど

　

公
衛
協
、Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
み
な
さ
ん
と
、環
保
協
の
役

職
員
が
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る「
私
の

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
」を
紹
介
し
ま
す
。

私のクール
チョイス⑩
私のクール
チョイス⑩

　

当
協
会
は
、
公
衆
衛
生
推
進
委
員
の
力
量
形
成
と
組
織
強
化
を
図
る
た
め
、
各

種
の
研
修
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
専
門
研
修
で
は
、
役
員
や
中
堅
推
進
委
員

を
対
象
に
、
環
境
・
健
康
・
組
織
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
・
技
術
の
習

得
を
目
的
に
、
今
年
度
は
5
つ
の
コ
ー
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

人
材
育
成・組
織
強
化
へ
活
用
を

人
材
育
成・組
織
強
化
へ
活
用
を

今
年
度
は
５
つ
の
専
門
研
修
を
実
施

チ
ラ
シ
を
使
っ
た
箱
づ
く
り

診
断
結
果
を
見
な
が
ら
省
エ

ネ
を
提
案
す
る
診
断
士（
上
）

家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
行
動
促
進
事
業
を
実
施

広島県

家
庭
部
門
の
ＣＯ２
削
減
へ

家
庭
部
門
の
ＣＯ２
削
減
へ

家
庭
部
門
の
ＣＯ２
削
減
へ
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二
酸
化
炭
素
排
出
量
削

減
の
た
め
、
家
庭
で
省
エ

ネ
に
取
り
組
み
、
電
気
の

使
用
量
の
記
録
を
通
し
て
、

省
エ
ネ
成
果
の
見
え
る
化

を
図
り
ま
す
。
見
え
る
化

で
き
る
人
材
が
地
域
に
増

え
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
広
め

る
ね
ら
い
を
持
っ
て
取
り

組
み
ま
す
。

　

電
気
の
使
用
量
を
記
録

す
る
「
基
本
コ
ー
ス
」
と
、

推
進
委
員
以
外
に
も
取
り

組
み
の
輪
を
広
げ
る
「
広

め
る
コ
ー
ス
」、
電
気
・
ガ

ス
・
灯
油
の
使
用
量
を
記

録
す
る
「
深
め
る
コ
ー
ス
」

を
設
定
し
、
8
月
か
ら
9

月
の
1
カ
月
間
の
省
エ
ネ

　環保協では、各公衛協で環境づくり・健康づくりに取り
組んでもらえるよう「全県共通事業重点メニュー」を提案
しており、平成30年度は5つの事業を実施しています。
　各事業の実施内容は、地区衛生組織代表者会議・専門
部会で協議し、市町単位から支部地区学区単位まで全て
の公衛協で取り組めるようになっています。
　各事業の実施要領は、当協会ＨＰに公開している他、
市町公衛協事務局でもご確認いただけます。積極的に取
り組み、地域の環境づくり・健康づくりにお役立てくださ
い。

環
境
保
全
活
動
の
継
続
と

促
進
を
行
い
ま
す
。

　

実
施
公
衛
協
に
は
、
の

ぼ
り
や
横
断
幕
、
ア
ド
プ

ト
サ
イ
ン
な
ど
活
動
P
R

グ
ッ
ズ
（
左
）
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
記
録
を
残

し
、
集
約
し
て
広
く
公
表

す
る
こ
と
で
、
公
衛
協
の

P
R
に
つ
な
げ
ま
す
。　

集
約
し
た
活
動
実
績
は
広

島
県
（
広
島
県
湾
岸
漂
着

物
等
対
策
推
進
地
域
計

画
・
湾
灘
協
議
会
）
に
提

出
す
る
ほ
か
、
当
協
会
も

活
動
実
績
を
公
表
し
ま

す
。

　

公
衛
協
が
、
主
催
・
共

催
・
協
力
・
参
加
す
る
美

化
活
動
の
取
り
組
み
を
記

録
し
ご
報
告
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
度
は
、

4
3
0
の
事
業
が
実
施
さ

れ
、
約
15
万
3
千
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

次
世
代
に
住
み
よ
い
環

境
を
残
す
こ
と
、
継
続
し

て
自
然
の
恩
恵
を
享
受
で

き
る
環
境
を
維
持
す
る
こ

と
を
ね
ら
い
に
、
市
町
・

支
部
・
地
区
・
学
区
レ
ベ

ル
で
実
践
さ
れ
て
い
る
地

域
清
掃
活
動
・
美
化
や
、

水
質
改
善
・
水
質
保
全
、

里
地
里
山
づ
く
り
な
ど
、

　

国
が
定
め
た
「
第
3
次

食
育
推
進
基
本
計
画
の
重

点
課
題
で
あ
る
『
健
康
寿

命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
食

育
の
推
進
』
に
係
る
取
り

組
み
と
し
て
、
食
育
推
進

月
間
で
あ
る
6
月
に
、
公

衆
衛
生
推
進
委
員
が
自
ら

の
食
習
慣
の
現
状
を
把
握

し
、
元
気
で
長
生
き
で
き

る
食
生
活
の
改
善
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
で
す
。

　

目
標
は
、「
主
食
・
主
菜
・

副
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
食

事
を
1
日
2
回
以
上
、
ほ

ぼ
毎
日
食
べ
て
い
る
人
の

割
合
70
％
以
上
」
お
よ
び

「
全
県
で
実
践
率
50
％
」

と
し
ま
す
。
平
成
29
年
度

の
実
践
率
は
36
・
2
％
で

し
た
。

　

実
施
期
間
は
、
強
化
期

　

公
衛
協
が
住
民
の
運
動

習
慣
を
促
進
し
、
元
気
で

長
生
き
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
、
主

催
・
共
催
・
協
力
・
後
援

す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

を
行
な
い
ま
す
。

　

特
に
、
新
た
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
取
り
組
む
公
衛

協
で
は
、
活
動
テ
ー
マ
で

あ
る
「
環
境
」
の
視
点
で

五
感
を
使
っ
た
環
境
点
検

を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
公

衛
協
ら
し
い
独
自
の
事
業

展
開
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
際
し
、
携
帯
用

救
急
セ
ッ
ト
や
歩
数
計
、

ス
タ
ッ
フ
用
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
（
上
写
真
）
の
グ
ッ
ズ

を
環
保
協
が
提
供
す
る
ほ

か
、
P
R
用
ベ
ス
ト
や
誘

導
用
の
旗
な
ど
の
貸
し
出

し
を
行
い
ま
す
。

　

ね
ら
い
は
、
健
康
寿
命

　

公
衛
協
が
取
り
組
む
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
環

保
協
が
作
成
・
入
手
し
た

受
診
勧
奨
グ
ッ
ズ
（
受
診

1
万
人
の
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
事
業

省
エ
ネ
効
果
の
見
え
る
化
で
普
及
啓
発

効
果
を
記
録
し
ま
す
。

　

省
エ
ネ
型
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
定
着
を
ね
ら
い
、

全
推
進
委
員
の
50
％
以
上

の
実
践
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。 

平
成
29
年
度
の
実

践
率
は
40
・
3
％
で
し
た
。

　

対
象
者
は
、
県
内
の
公

衆
衛
生
推
進
委
員
約
１
万

人
と
、
実
践
率
が
50
％
を

超
え
た
公
衛
協
は
「
広
め

る
コ
ー
ス
」
を
選
択
で
き

ま
す
。

間
6
月
19
日
〜
6
月
25
日

の
7
日
間
と
毎
月
19
日

（
食
育
の
日
）
を
設
定
し
、

対
象
者
は
、
県
内
の
公
衆

衛
生
推
進
委
員
約
1
万
人

で
す
。

1
万
人
の
食
チ
ェ
ッ
ク
事
業

食
か
ら
考
え
る
健
康
寿
命
の
延
伸

公
衛
協
発
・
ひ
ろ
し
ま
美
化
大
作
戦

実
績
の
集
積
と
発
表
で
P
R

　

公
衛
協
が
市
町
の
保
健

部
局
と
連
携
し
て
、「
が

ん
検
診
の
受
診
率
向
上
」

を
図
り
ま
す
。

公
衛
協
発
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

運
動
の
習
慣
化
を
促
進

「
が
ん
検
診
へ
行
こ
う
よ
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

運
動
の
習
慣
化
を
促
進

平成29年度 主食・主菜・副菜

を組み合わせた食事を１日２

回以上とった日数

全県共通事業全県共通事業
重点メニュー紹介重点メニュー紹介

の
延
伸
と
住
民
の
健
康
づ

く
り
で
、
各
公
衛
協
で
参

加
者
数
の
目
標
を
設
定
し

ま
す
。「
広
島
県
健
康
増

進
計
画　

健
康
ひ
ろ
し
ま

21
（
平
成
25
〜
34
年
度
）」

で
目
標
と
し
て
い
る
、「
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

運
動
習
慣
の
定
着
が
図
れ

る
」
取
り
組
み
と
し
て
、

地
域
住
民
が
積
極
的
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
や
散
歩
に
取

り
組
め
る
地
域
コ
ミ
ニ
テ

ィ
を
目
指
し
ま
す
。

勧
奨
の
ぼ
り
、
受
診
勧
奨

P
R
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
が
ん
検

診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
バ
ッ
ジ
な

ど
）
を
活
用
し
、
受
診
率

向
上
に
向
け
た
働
き
か
け

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
保
協
は
研
修

を
開
催
し
、
公
衛
協
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
「
広

島
県
が
ん
検
診
推
進
員
」

を
養
成
し
ま
す
。

　

乳
が
ん
触
診
モ
デ
ル
や

大
腸
が
ん
ク
イ
ズ
パ
ネ
ル

な
ど
貸
し
出
し
教
材
も
準

備
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
活

用
し
、
啓
発
す
る
こ
と
で
、

広
島
県
の
が
ん
検
診
受
診

率
向
上
に
寄
与
し
、
健
康

寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま

す
。

大
腸
が
ん
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー（
上
）と
乳
が
ん
触
診
モ
デ
ル（
下
）

府
中
町「
つ
ば
き
祭
り
」で
の
紙
芝
居
の
上
演

大
崎
上
島
町
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
右
）と
記
念
の
ノ
ー
ト（
下
）

記
入
用
紙
の「
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク

カ
ー
ド
」（
左
）と
事
業
説
明

の
マ
ニ
ュ
ア
ル（
下
）

活動PRグッズの一例
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平
成
30
年
3
月
、
当
協

会
環
境
生
活
セ
ン
タ
ー
の

食
品
検
査
課
は
I
S
O
/

I
E
C
1
7
0
2
5
（
以

下
、「
1
7
0
2
5
」）

の
試
験
所
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
1
7
0
2
5

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
相
互
商

取
引
の
た
め
の
試
験
所
の

能
力
を
示
す
規
格
と
し
て

策
定
さ
れ
た
も
の
で
、
試

験
所
や
校
正
機
関
が
正
確

な
測
定
結
果
を
生
み
出
す

能
力
が
あ
る
か
ど
う
か

を
、
権
威
の
あ
る
第
三
者

認
定
機
関
が
認
定
す
る
国

際
規
格
で
す
。
1
7
0
2

5
は
『
試
験
所
認
定
』
と

呼
ば
れ
、
認
定
を
受
け
た

試
験
所
は
、
試
験
成
績
書

に
下
図
の
よ
う
な
認
定
シ

ン
ボ
ル
を
付
加
し
て
発
行

で
き
ま
す
。

　
品
質
を
保
証
す
る
国
際

規
格
と
し
て
は
I
S
O
9

0
0
1
（
以
下
、「
9
0

0
1
」）
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
品
質
の
維

持
・
管
理
を
目
的
と
し
た

規
格
で
す
。
一
方
、
1
7

0
2
5
は
技
術
的
要
求
事

項
に
9
0
0
1
の
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を

取
り
入
れ
た
規
格
と
な
っ

て
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
試

験
所
で
行
っ
て
い
る
『
分

析
』
業
務
の
専
門
性
や
技

術
を
重
視
し
た
規
格
で

す
。

　
食
品
検
査
課
は
、
食
品

検
査
を
適
切
に
行
う
機
関

と
し
て
、
平
成
7
年
か
ら

厚
生
労
働
省
の
食
品
衛
生

検
査
施
設
（
食
品
G
L
P

（
G
o
o
d 

L
a
b
o-

r
a
t
o
r
y 

P
r
a
c
t
i
c
e
））

に
登
録
し
て
い
ま
す
。
ま

た
I
S
O
規
格
と
し
て
は

9
0
0
1
を
取
得
し
て
お

り
、
分
析
の
品
質
維
持
・

信
頼
性
確
保
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
近

年
、
国
内
国
外
を
問
わ
ず

食
品
を
取
り
巻
く
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
に
お
い
て
、
安
全

性
や
品
質
を
保
証
す
る
た

め
の
分
析
結
果
へ
の
さ
ら

な
る
信
頼
性
の
要
求
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

1
7
0
2
5
を
取
得
し
た

試
験
機
関
の
試
験
成
績
書

の
発
行
を
求
め
る
食
品
事

業
者
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
F
S
S
C

2
2
0
0
0
（
＊
）
と
い

っ
た
、
食
品
を
安
全
に
製

造
す
る
国
際
的
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
規
格
で
は
、
食
品

を
製
造
す
る
原
材
料
や
、

出
来
上
が
っ
た
製
品
の
試

験
は
、
1
7
0
2
5
を
取

得
し
た
試
験
所
で
行
う
こ

と
が
要
求
事
項
と
し
て
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
、
食
品
事
業
者
か

ら
の
要
求
事
項
に
対
応
す

る
た
め
、
当
協
会
食
品
検

査
課
で
は
、
信
頼
性
の
高

い
試
験
結
果
の
提
供
を
目

指
し
、
理
化
学
的
（
ナ
ト

リ
ウ
ム
）・
微
生
物
学
的

（
大
腸
菌
）
試
験
項
目
に
つ

い
て
1
7
0
2
5
の
取
得

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
1
7
0
2
5
を
取
得
す

る
た
め
に
は
、
試
験
所
と

し
て
定
め
ら
れ
た
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
運
営

し
、
技
術
的
に
適
格
か
つ

妥
当
な
結
果
を
出
す
能
力

を
有
す
る
必
要
が
あ
り
、

継
続
的
な
改
善
が
で
き
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
、
本
規
格
の
認
定
を

受
け
た
こ
と
で
、
試
験
所

と
し
て
次
の
よ
う
な
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

①
試
験
所
と
し
て
の
技
術

力
の
向
上

　
検
査
員
技
能
や
試
験
施

設
内
の
安
定
し
た
環
境
条

件
に
関
す
る
要
求
を
満
た

し
、
協
会
内
外
の
技
能
試

験
を
定
期
的
に
行
い
、
常

に
結
果
を
客
観
的
に
評
価

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
試

験
所
の
技
術
力
が
向
上
し

ま
し
た
。

②
信
頼
性
・
精
度
の
向
上

　
試
験
は
、
採
取
、
前
処

理
、
機
器
測
定
な
ど
幾
つ

か
の
工
程
に
分
か
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
器
具
、
試
薬
を

使
用
し
ま
す
。
こ
れ
ら
全

て
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
、
分

析
の
結
果
の
バ
ラ
つ
き
（
不

確
か
さ
）
と
し
て
影
響
し

て
い
ま
す
。

　
1
7
0
2
5
で
は
、
測

定
の
バ
ラ
つ
き
（
不
確
か

さ
）
を
推
定
す
る
手
順
が

必
要
で
す
。
今
回
、
そ
の

手
順
を
構
築
す
る
中
で
、

試
験
工
程
、
器
具
、
試
薬

の
バ
ラ
つ
き
（
不
確
か
さ
）

要
因
を
特
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
使

用
し
て
い
る
全
て
の
測
定

機
器
や
標
準
物
質
に
つ
い

て
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

を
証
明
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
よ
り
、
試
験
所
と
し

て
の
信
頼
性
・
精
度
が
向

上
し
ま
し
た
。

③
試
験
所
の
独
立
性
の
維

持　
試
験
結
果
に
つ
い
て
、

利
害
関
係
や
内
部
的
・
外

部
的
圧
力
か
ら
回
避
す
る

規
則
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
試
験
所
の

独
立
性
を
維
持
し
、
意
思

に
反
す
る
改
ざ
ん
な
ど
を

防
止
で
き
、
よ
り
高
い
試

験
所
の
公
平
性
の
維
持
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

④
定
期
的
な
外
部
か
ら
の

中
間
審
査
に
よ
る
試
験
技

術
の
確
保

　
1
7
0
2
5
は
毎
年
、

外
部
審
査
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め

常
に
試
験
技
術
に
つ
い
て

客
観
的
な
判
断
を
受
け
る

た
め
、
技
術
の
確
保
に
つ

な
が
り
ま
す
。

⑤
継
続
的
な
改
善

　
バ
ラ
つ
き
（
不
確
か
さ
）

を
推
定
す
る
手
順
、
試
験

の
有
効
性
を
確
認
す
る
手

順
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
測
定
技
術
の
継
続
的

な
改
善
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

　
当
協
会
の
食
品
検
査
課

は
、
食
品
G
L
P
や
9
0

0
1
に
加
え
、
1
7
0
2

5
を
、
継
続
的
に
運
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
公
正
・

中
立
な
試
験
機
関
と
し
て

独
立
性
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
技
術
力
の
向
上
を

図
り
、
お
客
様
か
ら
信
頼

さ
れ
る
試
験
所
と
し
て
の

新
た
な
一
歩
に
向
け
て
、
今

後
も
試
験
・
検
査
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
食
品
衛
生
課
）

⑦ 食品衛生課

環保協

環境生活
　センター

の環保協

環境生活
　センター

の

国
際
標
準
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ 

１
７
０
２
５
を
取
得

試
験
所
と
し
て
の
新
た
な
一
歩
へ

⑧ 新庄みそ株式会社

認
証
マ
ー
ク

続・一歩先行く衛
生
管
理

続・一歩先行く衛
生
管
理

国
や
世
界
の
動
き
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
へ

大
切
な
菌
を
育
て
て
活
か
す

■
業
務
内
容

　
み
そ
、
調
味
み
そ
の
製

造
、
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

商
品
は
約
5
0
0
点
あ

り
、
主
力
商
品
は
、
白
み

そ
、無
添
加
合
わ
せ
み
そ
、

出
し
入
り
み
そ
、
塩
麹
な

ど
で
す
。
最
近
は
、
即
席

み
そ
汁
や
レ
ト
ル
ト
食
品

の
ニ
ー
ズ
が
増
し
、
製
造

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

■
認
証
取
得
の
き
っ
か
け

と
取
り
組
み

　
こ
れ
ま
で
も
、
研
修
会

へ
の
参
加
や
施
設
の
改
修

な
ど
衛
生
管
理
の
レ
ベ
ル

を
引
き
上
げ
る
取
り
組
み

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、

H
A
C
C
P
が
制
度
化
さ

れ
る
と
い
っ
た
報
道
を
受

け
て
、
国
や
世
界
の
動
き

に
対
応
で
き
る
衛
生
管
理

を
取
り
入
れ
よ
う
と
考

え
、
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
県
の
認
証
を
取
得

し
ま
し
た
。

■
自
ら
設
定
し
た
衛
生
管

理
の
ポ
イ
ン
ト

　
工
場
が
古
い
こ
と
も
あ

り
、
壁
や
天
井
に
麹
カ
ビ

が
付
着
し
て
お
り
、
落
下

菌
の
混
入
を
防
ぐ
こ
と
に

苦
労
し
ま
し
た
。
麹
菌
を

活
か
し
て
み
そ
を
醸
し
ま

す
が
、
不
要
な
菌
が
入
り

込
む
と
品
質
を
落
と
し
か

ね
ま
せ
ん
。
こ
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
る
こ
と
が
難
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、

H
A
C
C
P
取
得
を
目

指
し
て
、
取
り
組
み
を
継

続
し
ま
す
。
ま
た
、
輸
出

と
い
う
点
か
ら
も
海
外

H
A
C
C
P
に
つ
い
て
学

び
、
日
本
食
の
発
信
も
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ

　
み
そ
は
健
康
食
品
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
み
そ
」
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

提
案
も
視
野
に
、
レ
シ
ピ

の
提
案
や
新
商
品
の
開
発

も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
社
会
ニ
ー
ズ

を
反
映
し
た
安
心
・
安
全

な
み
そ
を
作
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
毎
日
の
食

卓
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
･
高
橋
／

記
事
･
馬
場
田
）

　県は、食品衛生基準を満たした製造・加工施設につい
て、独自に認証する制度を実施しています。適合した施設
は、商品に『認証マーク』を貼ることができます。当協会は
認証機関として、食品衛生管理の認証・更新審査や指導な
どを行っており、このシリーズでは、当協会が認証した事業
者の声を紹介し、食品衛生管理の重要性を伝えていきます。

認証日：平成30年3月26日
所在地：安芸高田市吉田町
　　　 　長屋中甲元1384（吉田工場）
創　業：大正12年6月
話し手：品質保証部ﾘー ﾀ゙ ｰ　  重國 正美　様
　　　 生産部・製造計画・保全課ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
　　　　　　　　　　　　坪倉 憲章　様

レベルの高い試験結果の提供を目指し認証取得

※
オ
ラ
ン
ダ
に
本
部
を
置

く
F
S
S
C
財
団
が
開
発

し
た
フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

（
食
品
防
御
）
強
化
を
盛

り
込
ん
だ
食
品
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
認

証
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
世
界

中
の
食
品
事
業
者
か
ら
注

目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
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食
文
化
、
伝
統
行
事
に

続
き
「
瀬
戸
内
の
石
の
文

化
・
塩
の
文
化
」
に
つ
い
て
、

冊
子
に
と
り
ま
と
め
ま
し

た
（
平
成
29
年
９
月
）。

　

石
の
文
化
で
は
、
石
の

歴
史
に
つ
い
て
、
石
材
利

用
の
変
遷
を
時
代
ご
と
に

整
理
し
て
お
り
、
旧
石
器

時
代
〜
弥
生
時
代
に
石
器

（
刃
物
）
と
し
て
利
用
さ
れ

た
黒
曜
石
（
大
分
県
姫

島
）、
サ
ヌ
カ
イ
ト
（
香

川
県
五
色
台
な
ど
）、
古

墳
時
代
に
は
加
工
が
容
易

な
軟
質
石
材
凝
灰
岩
の
使

用
、
飛
鳥
時
代
か
ら
の
硬

質
の
花
崗
岩
の
利
用
な
ど

に
触
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
主
な
石
の
産
地
に

は
、
産
地
と
名
称
、
そ
の

特
徴
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

御
影
石
（
神
戸
市
）、
和

泉
砂
岩
（
泉
南
市
な
ど
）、

庵
治
石
（
あ
じ
い
し
）（
高

松
市
）
な
ど
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

広
島
県
倉
橋
島
産
出
の

「
議
員
石
（
ぎ
い
ん
せ
き
）」

に
つ
い
て
は
、「
花
崗
岩
で

あ
り
、
国
会
議
事
堂
や
議

員
会
館
に
使
用
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
名
前
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

主
な
石
の
史
跡
で
は
、

石
の
宝
殿
（
高
砂
市
）、

大
坂
城
残
石
記
念
公
園

（
土
庄
町
）、
久
賀
の
石
風

呂
（
周
防
大
島
）、
熊
野

磨
崖
仏
（
豊
後
高
田
市
）

な
ど
が
記
載
さ
れ
、
広
島

県
で
は
、
浄
土
寺
山
の
切

り
出
し
岩
（
尾
道
市
、
花

崗
岩
、
良
質
の
石
材
）、

鞆
の
浦
の
雁
木（
が
ん
き
）・

常
夜
灯
（
福
山
市
、
江
戸

期
の
港
湾
施
設
、
雁
木
：

船
着
け
が
で
き
る
石
階

段
）、
宮
島
・
弥
山
（
廿

日
市
市
、
標
高
5
3
5
㍍

の
山
で
信
仰
の
対
象
、
巨

岩
奇
石
が
点
在
）
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

塩
の
文
化
で
は
、
瀬
戸

内
海
で
19
世
紀
初
め
に
全

国
生
産
量
の
９
割
を
占
め

る
ほ
ど
に
な
っ
た
こ
と
や

製
塩
法
の
歴
史
（
海
水
直

煮
法
↓
藻
塩
法
↓
入
浜
式

↓
流
下
式
↓
イ
オ
ン
交
換

膜
）
に
触
れ
、
主
な
塩
の

産
地
（
広
島
県
：
竹
原
塩
）

や
塩
に
係
る
名
所
・
史
跡
、

資
料
館
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

広
島
県
に
は
、
か
ま
が

り
古
代
製
塩
遺
跡
復
元
展

示
館
（
呉
市
、
古
代
土
器

製
塩
遺
跡
）、
竹
原
市
歴

史
民
俗
資
料
館
（
竹
原
市
、

入
浜
式
製
塩
、
江
戸
時
代

初
期
〜
）
が
あ
り
ま
す
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
の
掲
載
は

今
回
で
最
終
回
で
す
が
、

瀬
戸
内
海
の
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
を
通
じ
て
、
こ
れ
か

ら
も
環
境
保
全
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人 

瀬
戸
内
海
環
境

保
全
協
会
）

（
シ
リ
ー
ズ
終
わ
り
）

石と塩から暮らしをひも解く
産地や技術、史跡などを紹介

「瀬戸内における水環境を基調とする海文化」の取り組みについて ⑥「瀬戸内における水環境を基調とする海文化」の取り組みについて ⑥

　

海
文
化
に
取
り
組
み
、
最
後
に
冊
子
に
ま
と
め
た
の

が
『
瀬
戸
内
の
石
の
文
化
・
塩
の
文
化
』
で
す
（
平
成

29
年
９
月
発
行
）。
そ
の
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

『瀬戸内の石の文化・塩の文化』は、
公益社団法人瀬戸内海環境保全協
会のＨＰからダウンロードすることが出
来ます。
http://www.seto.or.jp/promotion/

Hello
クリニック

ハロー

Hello
クリニック

ハロー

⑯ 腸内環境検査

人間ドック時に検査可能人間ドック時に検査可能
尿中の腐敗物質を測定尿中の腐敗物質を測定

　最近『腸内フローラ』ということば
をよく耳にします。『腸内フローラ』と
は、腸内細菌によってつくられる腸内
環境のことで、人それぞれ違うと言わ
れており、年齢や食事、生活習慣など
に左右されます。
　『腸内フローラ』を構成する細菌は
善玉菌、日和見菌、悪玉菌があり、
その働きは図のとおりです。
　腸内環境の検査は便の中にいる菌
を直接調べる方法がありますが、便を
取ってその中の特定の菌種を複数調べ
るのは時間もかかり、コストも高額と
なります。そこでもっと簡単に腸内環
境を知るため、尿でわかる『腸内環境

検査』が開発されました。尿中には悪
玉菌が産生する腐敗物質のインドキシ
ル硫酸が排せつされます。このインド
キシル硫酸の量を測定し、腸内環境の
良し悪しを推定します。当協会では、
人間ドック時の尿で同時に腸内環境の
状態を調べることができます。
　結果は、腐敗物質の量が全国平均
より多いか少ないかで４つのランクに
分けて報告されます。たとえ結果が悪
くても、腸内環境は食習慣・生活習慣
により変えることができます。
　皆さんもご自身の腸内環境を調べて
みませんか。　

（健康クリニック 臨床検査課）

　

近
年
、
腸
内
環
境
が
生

活
習
慣
病
や
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
、
精
神
疾
患
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
に
関
与
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、
腸
の
調
子
を
整
え

る
こ
と
で
身
体
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
良
く
す
る

「
腸
活
」
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

健
康
維
持
に
は
善
玉
菌

が
優
勢
な
「
腸
内
フ
ロ
ー

ラ
」
に
整
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
に
重

要
な
の
が
乳
酸
菌
と
食
物

繊
維
、
オ
リ
ゴ
糖
で
す
。

　

乳
酸
菌
は
善
玉
菌
の
代

表
格
で
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
や

乳
酸
菌
飲
料
、
味
噌
や
納

豆
、
ぬ
か
漬
、
キ
ム
チ
、

チ
ー
ズ
な
ど
の
発
酵
食
品

に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

食
物
繊
維
・
オ
リ
ゴ
糖

は
菌
の
エ
サ
や
住
み
家
に

な
り
、
善
玉
菌
が
活
発
に

な
る
手
助
け
や
便
通
を
整

え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

食
物
繊
維
は
海
藻
や
キ

ノ
コ
、
野
菜
、
大
麦
な
ど

の
穀
物
や
果
物
に
、
オ
リ

ゴ
糖
は
大
豆
や
ご
ぼ
う
、

ね
ぎ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な

ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

オ
リ
ゴ
糖
入
り
の
保
健

機
能
食
品
の
利
用
や
ヨ
ー

グ
ル
ト
に
バ
ナ
ナ
や
キ
ウ

イ
を
入
れ
て
食
べ
る
な
ど

も
お
す
す
め
で
す
。

　

逆
に
、
脂
質
や
糖
質
の

多
い
食
事
は
悪
玉
菌
を
増

す
原
因
に
な
り
ま
す
。油
っ

こ
い
料
理
や
洋
菓
子
、

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
は
控

え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
腸
の
機
能
低

下
を
防
ぐ
た
め
に
は
食
事

以
外
の
生
活
習
慣
も
大
切

で
す
。
腸
の
健
康
の
た
め

に
夜
か
ら
朝
の
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

胃
は
空
に
な
る
こ
と
で

腸
の
運
動
を
促
す
ホ
ル
モ

ン
が
分
泌
さ
れ
る
た
め
、

寝
る
前
の
食
べ
過
ぎ
は
禁

物
で
す
。
お
風
呂
に
つ
か
っ

て
体
を
温
め
て
腸
を
動
き

や
す
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

睡
眠
は
十
分
に
。
起
き

た
ら
朝
食
を
取
り
、
胃
腸

を
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
。
快
便

生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

生
活
習
慣
・
食
事
内
容

が
変
わ
る
と
腸
内
環
境
も

変
わ
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
美
味
し
く

食
べ
て
、
規
則
正
し
い
生

活
を
。

　

今
日
か
ら
「
腸
活
」、

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
健
康
増
進
課
　
松
本
玲
子
）

健康づくり
話題の

ラ
ア カ

ル ト

21　腸内フローラ

乳
酸
菌
と
食
物
繊
維
と
オ
リ
ゴ
糖
が
重
要

「
腸
活
」
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

江戸時代の港湾施設が今も残る鞆の浦。雁木、
波止、常夜燈は御影石を利用して作られている。

ビフィズス菌
・便秘の改善を助ける
・免疫力を高める
・花粉症やアトピー性皮膚
炎などの症状を緩和する

《善玉菌》

プレボテラ菌
・血糖値の上昇がおだやかになる

《日和見菌》

バクテロイデス菌
・太りにくくなる
・便秘の改善を助ける

《日和見菌》

クロストリジウム菌
・便秘や下痢にさせる
・臭いおならになる
・免疫力を低下させる

《悪玉菌》
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　環境･健康募金は、昭和35(1960)年
から実施し、平成30年度で59回目を迎
えました。集まった募金は、募金委員会に
よって適正に配分され、各市町公衛協の
活動資金として地域社会に役立てられて
います。

『環境・健康募金』

 環境･健康募金
　 総額（円）

6,136,130

市町名 募金額（円）対前年実績比（％）
府 中 町
海 田 町
熊 野 町
坂 町
江 田 島 市
竹 原 市
大 崎 上 島 町
大 竹 市
廿 日 市 市
廿日市市大野
廿日市市佐伯
廿日市市吉和
廿日市市宮島
安 芸 太 田 町

577,300

990,000

0

0

0

0

0

0

2,462,439

0

0

0

0

0

34.6

41.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

72.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

市町名 募金額（円）

合 計 6,136,130 10.9

平成30年度
　地区衛生組織活動資金募集

通称

北 広 島 町
安芸高田市
東 広 島 市
三 原 市
世 羅 町
尾 道 市
福 山 市
府 中 市
神石高原町
三 次 市
庄 原 市
呉 市
そ の 他

823,200

0

0

626,880

0

595,000

0

0

0

0

0

0

61,311

75.9

0.0

0.0

37.3

0.0

13.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

89.6

※この表は、平成30年5月末までに
市町公衛協事務局から募金委員会
に振込みのあった実績額を示してい
ます。 

ちゃんコケン 坊ーエコ や

対前年実績比
（％）

募金の使途（公衛協配分金）
環境づくり
・ごみの減量化と分別排出の徹底・リサイクル活動の推進
・道路、河川など生活空間の美化活動
・脱温暖化に向けたライフスタイルの推進
・みちクリーン・散乱ごみの追放運動
・脱温暖化普及啓発活動 水辺教室

（北広島町公衆衛生推進協議会）
脱温暖化出前学習

（福山市樹徳学区公衆衛生推進委員会）

　

県
内
各
地
で
公
衆
衛
生

推
進
協
議
会
（
以
下
、「
公

衛
協
」
と
い
う
）
の
総
会

が
開
催
さ
れ
、
そ
の
多
く

で
新
し
く
推
進
委
員
に
な

っ
た
人
を
主
な
対
象
と
し

た
『
基
礎
研
修
』
が
同
時

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
礎
研
修
で
は
、

『
2
0
1
8
公
衆
衛
生
推

進
手
帖
』
を
テ
キ
ス
ト
に
、

「
公
衛
協
は
ど
の
よ
う
な
団

体
か
」「
推
進
委
員
の
役

割
」「
主
な
活
動
内
容
」「
環

境
･
健
康
募
金
の
仕
組
み
」

な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま

す
。

　

研
修
は
、
市
町
単
位
が

基
本
で
す
が
、
支
部
地
区

学
区
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

レ
ベ
ル
の
実
施
も
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
公
衛
協
の
要

望
に
応
じ
て
環
保
協
か
ら

職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
で
は
公
衛
協
会

長
や
役
員
、
事
務
局
が
講

師
を
務
め
、
独
自
に
研
修

会
を
開
催
す
る
と
こ
ろ
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
は
、

新
た
に
基
礎
研
修
の
内
容

を
収
め
た
映
像
教
材
を
作

成
し
、
公
衛
協
に
配
布
し

ま
し
た
の
で
、
パ
ソ
コ
ン

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
基
礎
研
修
を
受
講

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
会
議
や
研
修
な
ど
で
、

推
進
委
員
が
集
ま
る
際
に

積
極
的
に
ご
活
用
頂
け
る

と
幸
い
で
す
。

　

5
月
14
日
に
開
催
さ
れ

た
呉
市
音
戸
地
区
公
衛
協

の
基
礎
研
修
に
お
い
て
、

映
像
教
材
を
紹
介
し
、
地

区
や
学
区
で
の
活
用
を
促

し
ま
し
た
。
教
材
は
章
ご

と
に
編
集
さ
れ
て
い
る
の

で
、
必
要
な
部
分
だ
け
見

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

基
礎
研
修
は
、
推
進
委

員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
活
用

し
、
1
年
に
1
度
は
実
施

し
、
公
衛
協
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
活
動
の
輪

を
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

◇「
環
境
の
日
」
ひ
ろ
し
ま

大
会

　

快
晴
の
中
、「
環
境
の

日
」
ひ
ろ
し
ま
大
会
が
県

庁
前
広
場
で
開
催
さ
れ
、

約
３
千
６
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
４０
近
く
の
テ

ン
ト
が
な
ら
び
、
当
協
会

は
「
自
転
車
発
電
M
y
チ

ャ
レ
ン
ジ
」
や
牛
乳
パ
ッ
ク

工
作
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
省
エ
ネ
･
省
資
源

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
家
庭

の
省
エ
ネ
ア
ン
ケ
ー
ト
は

１
６
４
人
の
皆
さ
ん
に
回

答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

広
島
県
環
境
政
策
課
で

は
、
家
庭
の
省
エ
ネ
を
呼

び
掛
け
る
「
ひ
ろ
し
ま
エ

コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
一
環
で
、

「
う
ち
エ
コ
診
断
」
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
環
境
省

が
認
定
す
る
う
ち
エ
コ
診

断
士
に
よ
り
、
２６
人
が
受

診
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
機
に
家
庭

の
省
エ
ネ
が
更
に
拡
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◇
ご
み
ゼ
ロ
・
ク
リ
ー
ン
ウ

ォ
ー
ク

　

今
年
も
「
き
れ
い
な
ひ

ろ
し
ま
・
ま
ち
づ
く
り
市

民
会
議
」
が
主
催
す
る
ご

み
ゼ
ロ
・
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ

ー
ク
が
開
催
さ
れ
、
市
内

１１
カ
所
か
ら
旧
市
民
球
場

を
目
指
し
て
ご
み
を
拾
い

な
が
ら
歩
き
、
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
を
P
R
し
ま

し
た
。
市
内
の
企
業
・
団

体
か
ら
約
６
千
４
０
０
人

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
会
か
ら
は
、
職
員

と
そ
の
家
族
１
０
０
名
余

り
が
参
加
し
、
当
協
会
を

出
発
点
と
し
た
約
４
０
０

人
が
横
川
駅
前
を
通
っ
て
、

周
辺
の
ご
み
拾
い
や
雑
草

の
除
去
を
行
い
つ
つ
行
進

し
ま
し
た
。

映
像
教
材
の
活
用
で
簡
単
に
受
講
可
能

呉
市
音
戸
地
区
で
の
基
礎
研
修
で
映
像
を
活
用

パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
省
エ
ネ
を

提
案
す
る
診
断
士 全

市
町
で
基
礎
研
修
の
開
催
を

全
市
町
で
基
礎
研
修
の
開
催
を

日　時：平成30年７月５日（木）　13：00
　　　　　　　   ～６日（金）　15：00

会　場：グリーンピアせとうち
　　　　（呉市安浦町三津口326-48）

主なプログラム（予定）
　【１日目】　■広島県からの情報提供
　　　　　　　健康に関する広島県の施策について
　　　　　　　環境に関する広島県の施策について
　　　　    ■環境と健康のコミュニティ活動助成事業活動報告
　　　　    ■交流会「情報交換ルーム」
　【２日目】　■基調講演「連載『海に聞く　瀬戸内再生』の取材から」
　　　　　　   中国新聞社　記者　永山　啓一　氏
　　　　    ■ワークショップ
　　　　    ■１万人の食チェック事業　おたのしみ抽選会

環
保
協
　
環
境
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
・
出
展

天満川沿いを清掃する参加者

第５７回環境保健夏季大学第５７回環境保健夏季大学


